
沖縄県文化観光スポーツ部 / 一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

沖縄県MICE開催実態調査は、「沖縄MICE振興戦略」に基づく具体的施策の効果を検証し、今後の改善に向け
た基礎資料とするため、本県のMICE開催実態を把握することを目的に毎年実施しております。
令和４年度は、郵便または電子メールにて調査対象となる施設に調査票を送付し、回収した調査票を基に重
複と思われる催事を統合してMICE開催件数を集計しました。

令和４年度
沖縄県MICE開催実態調査事業 報告（概略）

■MICEとは
MICEとは、Meeting(会議)、Incentive Travel(報奨旅行)、Convention(学会・大会)、Exhibition(展示
会)/Event(イベント)の頭文字を取って組み合わせた造語で、多くの集客交流が見込まれるビジネスイ
ベントなどの総称です。
MICEは、企業・産業活動や研究・学会活動等と関連している場合が多く、一般的な観光に比べ消費額が
大きいのが特徴です。また、MICE開催を通じて国際・国内相互の人や情報が集まり、ビジネスネット
ワークが構築できることから、MICE開催地では新しいビジネスの創出、研究環境や技術等の向上に繋が
ることが期待されます。

Incentive Travel(報奨・研修旅行)IMeeting(企業・団体会議)M
企業・団体会議は、主に企業が「ビジネスの促
進」や「アイデアの共有」等を目的として開催
する「会議」「研修」「式典」「セミナー」等
の催事、いわゆるコーポレートミーティングを
いいます。
あえて日常とは違
う環境に集まること
で、新しいアイデア
が生まれ、充実した
議論が展開されるこ
とが期待されます。

報奨・研修旅行は、主に企業が、従業員やその
代理店等の「過去の実績に対する報奨の提供」
や、さらなるビジネス成長へ向けた「研修」等
の目的で実施する旅行をいいます。
通常の観光要素だ
けでなく、表彰式や
レクリエーションを
取り込むことで、参
加者の結束力を高め
ることができます。

Convention(学会・大会)C

学会・大会は、公共機関等が主催する公益性の
高いテーマを討議する国内・国際会議、大会等、
または学術団体等が主催する学術的、技術的な
議論・研究発表を目的とした学術会議、研究
会・報告会等を指します。
会議だけでなく、観
光や地域交流などの
プログラムが組み込
まれることも少なく
ありません。

Exhibition(展示会)/Event(イベント)E

展示会・見本市・商談会は、国や地域を越えた
「モノ」「サービス」「情報」の売買や商談を目
的として開催する、商品やサービス等の展示・宣
伝・デモンストレーションを行う催事をいい、地
域の産業発展に繋がる効果が期待されます。
また、イベントは、
商品やサービスの販
売促進、プロモーショ
ンの手段等として開
催する催事をいいま
す。

～ MICE基礎知識 ～
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【調査対象期間】
令和4年1月1日から令和4年12月31日までに沖縄県内で開催されたMICE催事

【調査対象施設等(510社)】
• 会議施設
• 宿泊施設（主に宿泊人数150人以上の宿泊施設）
• 県内大学
• 団体受入を実施している観光施設等
• その他、MICE受入実績を有する旅行会社・PCO・施設・団体等

■ 沖縄県で開催されたMICE開催件数の推移[平成30年～令和4年]

令和4年令和3年令和2年
平成31

（令和元）年
平成30年

前年比増減数件数件数件数件数件数

257%80(14%)1315181128170Ｍ（Meeting）

397%440(61%)5881483411,191674Ｉ（Incentive Travel）

411%112(15%)1483640216241Ｃ（Convention）

239%53(9%)913828103153Ｅ（Exhibition, Event）

164%9(2%)2314---Ｅｘ（Exhibition）

283%44(7%)6824---Ｅｖ（Event）

351%685100%9582734901,6381,238合計

沖縄県におけるMICE開催件数は平成31(令和元)年まで年々増加傾向にありましたが、令和2年及び令和
3年においては大幅な減少が確認されました。これは、新型コロナウイルス感染症流行拡大に伴う集会開
催の自粛や開催規模の制限、海外から日本への外国人新規入国制限措置等による人流の減少が大きく影
響したものと考えられます。

全体の催事別(M/I/C/E)の構成は、過去の傾向と同様「Incentive Travel」の割合が大きく、588件で
構成比（61%）となっています。続いて「Convention」が148件（15%）、「Meeting」が131件（14%）と
なっています。

■ 調査概要
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月別開催件数を見ると、11月（185件）、10月（180件）、6月（115件）の順で開催件数が多くなってい
ます。同月は、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の平成31（令和元）年や平成30年も同様に
開催件数が多い月であり、徐々にコロナ禍以前の状況に戻りつつあるといえます。
また、1月の開催件数が最も少なかったのは、同月内に「まん延防止等重点措置」が適用されたことが
要因のひとつであると考えられます。

■ 月別開催件数[令和4年]

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

1417191336191113943件数
Ｍ

（Meeting）
11%13%15%10%2%5%15%8%10%7%3%2%（％）

311061285417637944491043件数
Ｉ

（Incentive Travel）
5%18%22%9%3%11%13%7%8%2%1%1%（％）

173721137151177652件数
Ｃ

（Convention）
11%25%14%9%5%10%7%5%5%4%3%1%（％）

382102111220件数
Ｅｘ

（Exhibition）
13%35%9%4%0%9%4%4%4%9%9%0%（％）

717102210573302件数
Ｅｖ

（Event）
10%25%15%3%3%15%7%10%4%4%0%3%（％）

721851808329961157073301510件数

合計

8%19%19%9%3%10%12%7%8%3%2%1%（％）
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■ 規模別開催件数の推移[平成30年～令和4年]

規模別にみると、「10～49人」の催事件数が最も多くなっていますが（552件）、「1,000人以上」の
催事は前年に比べ64件増（前年比1,167%）と大規模催事の増加率が最も大きくなっています。

令和4年
令和3年令和2年

平成31
(令和元)年

平成30年
件数

開催規模
前年比増減数件数

331%38555216733394548010～49人

368%107147407427224850～99人

302%891334459281311100～299人

350%4056161373114300～999人

1,167%647061167851,000人以上

351%6859582734901,6381,238合 計

■ 参加者数1,000人以上の催事開催件数
(平成30年～ 令和4年)

■ 海外・県外参加者300人以上の催事開催件数
(平成30年～ 令和4年)

海外及び県外参加者が合計300人以上の催事は、令
和３年から57件増加して70件（前年比538%）と
なっています。なお、令和３年は政府による外国
人新規入国制限に伴う沖縄発着の海外航空路線等
の運休により、海外からの参加があった催事は０
件でした。

参加者数1,000人以上の大規模催事は、前年から64件
増加して70件（前年比1,167%）となっており、新型コ
ロナウイルス感染症の影響を受ける前の平成31（令和
元）年を上回る開催件数となりました。
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Ｅｖ
(Event)

Ｅｘ
(Exhibition)

Ｃ
（Convention）

Ｉ
(Incentive Travel)

Ｍ
（Meeting）

開催件数
合計

市町村名

2911576466227那覇市1

01351408184恩納村2

40141296153名護市3

10269173石垣市4

011571069糸満市5

11454969宮古島市6

6816181058宜野湾市7

90511328沖縄市8

20215423豊見城市9

5005515南城市10

3103512浦添市11

00010212読谷村12

3080112西原町13

000909本部町14

201407北谷町15

002013久米島町16

100001うるま市17

100001中城村18

100001大宜味村19

001001宜野座村20

6823148588131958合計

■ 市町村別開催件数[令和４年]

Ｅｖ
(Event)

Ｅｘ
(Exhibition)

Ｃ
（Convention）

Ｉ
(Incentive Travel)

Ｍ
（Meeting）

開催件数
合計

エリア区分

515027814348本島北部

11917351789本島中部

1901316957本島東海岸

31126213681322本島南部

21612310142宮古・八重山

6823148588131958計

■ エリア別開催件数[令和４年]

市町村別開催件数は、那覇市が227件と最多で、次いで恩納村の184件、名護市の153件となっています。
エリア別開催件数は、本島北部が348件と最多で、次いで本島南部が322件となっています。これは、市
町村別開催件数で上位となっている那覇市と恩納村、名護市がそれぞれ含まれていることに起因してい
ると考えられます。
那覇市は、「Incentive Travel」を除いた４つの催事分類において件数が最多です。恩納村、名護市は
「Incentive Travel」が開催件数の7割以上、石垣市は開催件数の95%が「Incentive Travel」となって
います。市町村別実績では、例年「Incentive Travel」の開催実績が多い市町村が上位を占める傾向に
ありますが、本年も同様の傾向でした。
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■MICEを開催する意義・効果
沖縄でのMICE開催により、①観光分野を中心とした幅広い業界への経済効果、②産業の競争力強化、③
地域・住民へもたらされる効果などが期待されます。

①観光分野を中心とした幅広い業界への経済効果
MICEを通じた新たなビジネス客の獲得により、観光の平準化、観光の質的向上が図れるほか、MICEの多
くは数年前に開催地が決定されることから、将来の収益が担保され、経営の安定化に寄与します。

②産業の競争力強化
MICE参加者との交流によって、ビジネスチャンスの獲得、新たなビジネスの創出等による産業の高度化
が期待できるほか、国際商談会等のMICE開催を通じ、ビジネス交流拠点としてのブランド向上に繋がり
ます。

③地域・住民へもたらされる効果
その他、海外参加者との交流を通じた異文化理解の促進による地域のグローバル化、最先端の技術・知
見に触れる機会の創出や市民向けイベント開催による教育機会の確保等、開催地域や住民にも様々な効
果がもたらされます。

令和4年度「沖縄県MICE開催実態調査」報告書、および過去年度の報告書につきましては、下記ウェ
ブサイトからダウンロードいただけます。ご希望の方は下記ウェブサイトをご利用ください。

[沖縄県 文化観光スポーツ部MICE推進課 ウェブサイト]

https://www.pref.okinawa.jp/site/bunka-sports/mice/index.html

【お問い合わせ先】
沖縄県 文化観光スポーツ部MICE推進課

〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2 行政棟8階（南側）
TEL： 098-866-2077 FAX：098-866-2264

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー MICE推進課
〒901-0152 沖縄県那覇市字小禄1831-1 沖縄産業支援センター2階
TEL： 098-859-6130 FAX：098-859-6221

・ 世界における観光地にとして
のステータスUP！
・ リピーター観光客の増加！

・ 新しいアイデアの創出
・ 共同研究の実現
・ 世界中の研究者との交流

・ 県外企業とのマッティング
・ 販路拡大
・ 他社との新商品開発

ミーティング・
インセンティブ旅行

コンベンション

展示会・商談会

ガソリンスタンド

トップセールスマン
企 業 の 社 員

県内大学の
研究者・学生

県 内 企 業
県 内 産 業

バ ス
タ ク シ ー
レ ン タ カ ー

航空会社 離島の観光業

旅行会社

観光施設

レ ス ト ラ ン
食 堂
おみやげ店
コ ン ビ ニ

イベント会社
派遣スタッフ
通 訳 ・ 翻 訳

ボランティア

芸 能 団

印刷会社

会 議 場
ホ テ ル
パーティー会場

農 家
漁 師
食品加工会社

工 芸 品
工 房

食事提供サービス
レンタル・リース業
W E B 制 作
看 板 広 告

運送会社

ＭＩＣＥ

資料：「誰でもわかる沖縄MICE入門」を参考に事務局で作成
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